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平成14年11月15日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 1号

規
　
則

◯
秋
田
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
六
三
・
総
務
課
）

◯
秋
田
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
六
四
・
財
政
課
）

◯
秋
田
県
ゆ
と
り
生
活
創
造
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
（
六
五
・
県
民
文
化
政
策
課
）

秋
田
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
十
一
月
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
六
十
三
号

秋
田
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
秋
田
県
規
則
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
八
条
県
民
文
化
政
策
課
の
項
中
第
十
九
号
を
第
二
十
号
と
し
、
第
十
八
号
を
第
十
九
号
と
し
、

第
十
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
八
　
ゆ
と
り
生
活
創
造
セ
ン
タ
ー
に
関
す
る
こ
と
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。
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│
│
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│
│
│

秋
田
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
十
一
月
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
六
十
四
号

秋
田
県
財
務
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
財
務
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
秋
田
県
規
則
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
二
条
第
一
項
第
一
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

□

ゆ
と
り
生
活
創
造
セ
ン
タ
ー
使
用
料

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。
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│
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│
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│
│

秋
田
県
ゆ
と
り
生
活
創
造
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
四
年
十
一
月
十
五
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城
　

秋
田
県
規
則
第
六
十
五
号

秋
田
県
ゆ
と
り
生
活
創
造
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則

（
趣
旨
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
秋
田
県
ゆ
と
り
生
活
創
造
セ
ン
タ
ー
条
例
（
平
成
十
四
年
秋
田
県
条
例
第

五
十
号
。
以
下
「
条
例
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

（
使
用
時
間
）

第
二
条

秋
田
県
ゆ
と
り
生
活
創
造
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
の
使
用
時
間

は
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
三
十
分
ま
で
と
す
る
。
た
だ
し
、
日
曜
日
及
び
休
日
（
国

民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
第
三
条
に
規
定
す
る
休
日
を

い
う
。
）
は
、
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
六
時
ま
で
と
す
る
。

２

セ
ン
タ
ー
の
管
理
の
委
託
を
受
け
た
者
（
以
下
「
管
理
受
託
者
」
と
い
う
。
）
は
、
特
に
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
承
認
を
得
て
、
前
項
に
定
め
る
使
用
時
間
を
変

更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
休
館
日
等
）

第
三
条

セ
ン
タ
ー
の
休
館
日
は
、
十
二
月
二
十
九
日
か
ら
翌
年
の
一
月
三
日
ま
で
の
日
と
す
る
。

２

管
理
受
託
者
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
の
承
認
を
得
て
、

臨
時
に
休
館
日
を
設
け
、
又
は
前
項
に
定
め
る
休
館
日
を
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

管
理
受
託
者
は
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
休
館
日
で
あ
っ
て
も
セ
ン
タ
ー
を
使

用
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
使
用
の
許
可
）

第
四
条

条
例
第
二
条
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
ゆ
と
り
生
活
創
造
セ
ン
タ

ー
施
設
等
使
用
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
を
管
理
受
託
者
を
経
由
し
て
知
事
に
提
出
し
、
そ

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

知
事
は
、
セ
ン
タ
ー
の
使
用
が
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
そ
の
使
用
を
許

可
し
な
い
も
の
と
す
る
。

１

規
　
　
　
　
　
　
則
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一
　
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な
風
俗
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

二
　
セ
ン
タ
ー
の
管
理
上
支
障
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

（
使
用
の
許
可
の
取
消
し
等
）

第
五
条

知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
前
条
第
一
項
の
許
可
を
取
り
消

し
、
又
は
使
用
を
制
限
し
、
若
し
く
は
停
止
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
　
不
正
な
行
為
に
よ
り
、
使
用
の
許
可
を
受
け
た
と
き
。

二
　
使
用
の
目
的
を
変
更
し
た
と
き
。

三
　
知
事
の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
。

四
　
前
三
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
上
支
障
が
生
じ
た
と
き
。

（
使
用
料
の
減
免
）

第
六
条

条
例
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
減
免
は
、
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
使
用
者
が
、

そ
の
区
分
に
応
じ
、
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
理
由
に
よ
り
使
用
す
る
場
合
に
行
う
も
の
と
し
、
そ

の
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
額
と
す
る
。

備
考一

　
こ
の
表
に
お
い
て
「
学
校
」
と
は
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十
六

号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
学
校
、
同
法
第
八
十
二
条
の
二
に
規
定
す
る
専
修
学
校
及
び
同

法
第
八
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
各
種
学
校
を
い
う
。

二
　
こ
の
表
に
お
い
て
「
心
身
に
障
害
の
あ
る
者
」
と
は
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
（
昭
和
二

十
四
年
法
律
第
二
百
八
十
三
号
）
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
た
者
及
び
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
者
の
ほ
か
、
こ
れ
ら
に
準
ず
る
も
の
と
し
て

知
事
が
認
め
る
者
を
い
う
。

２

前
項
の
表
第
二
号
の
上
欄
に
掲
げ
る
も
の
が
同
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
理
由
に
よ
り
使
用
す
る
場

合
に
お
い
て
、
知
事
が
特
に
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
使
用
料
を

免
除
す
る
。

３

条
例
第
四
条
の
規
定
に
よ
る
使
用
料
の
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
ゆ
と
り
生
活
創
造
セ

ン
タ
ー
施
設
等
使
用
料
減
免
申
請
書
（
様
式
第
二
号
）
を
、
管
理
受
託
者
を
経
由
し
て
知
事
に
提

出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
補
則
）

第
七
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
セ
ン
タ
ー
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
管
理
受

託
者
が
知
事
の
承
認
を
得
て
別
に
定
め
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

番
号一二

使
　
　
用
　
　
者

学
校
そ
の
他
知
事
が

必
要
と
認
め
る
も
の

及
び
こ
れ
ら
の
連
合

体そ
の
他
知
事
が
必
要

と
認
め
る
も
の

使
　
　
　
用
　
　
　
理
　
　
　
由

児
童
、
生
徒
又
は
学
生
に
よ
る
社
会
貢
献
活

動
又
は
学
習
活
動
（
課
外
活
動
を
除
く
。
）

を
行
う
た
め
に
使
用
す
る
と
き
。

心
身
に
障
害
の
あ
る
者
の
社
会
参
加
を
促
進

す
る
活
動
又
は
県
の
施
策
の
推
進
に
密
接
に

関
連
す
る
社
会
貢
献
活
動
若
し
く
は
余
暇
・

文
化
活
動
を
行
う
た
め
に
使
用
す
る
と
き
。

減
免
す
る
額

全
　
　
　
額

二
分
の
一
の

額
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３

ゆとり生活創造センター施設等使用許可申請書

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

住　　所

氏　　名

法人その他の団体にあっては、その名称及び　
代表者の氏名並びに主たる事務所の所在地　　

電話番号

次のとおり秋田県ゆとり生活創造センターの施設等を使用したいので、申請します。

様式第１号 ゆとり生活創造センター施設等使用許可申請書（第４条関係）

（Ａ４判）

使　用　施　設

使　用　設　備

使　用　日　時

使　用　人　員

使　用　目　的

営業その他これに類する目的の有無 有　　・　　無

円※　使　用　料

□ 研修室１　　　□ 研修室２　　　□ 研修室３

□ 会議室

□ 花工房　　　　□ 木工房　　　　□ 布工房　　　　□ 食工房

□ 応接間　　　　□ 大広間

□ ロッカー付き机

□ ロッカー

年　　　月　　　日　　午前・午後　　　時　　　分から

年　　　月　　　日　　午前・午後　　　時　　　分まで

人

（ ）

（注） ※印欄には、記入しないでください。
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４

ゆとり生活創造センター施設等使用料減免申請書

年　　月　　日

秋田県知事　　　　様

住　　所

氏　　名

法人その他の団体にあっては、その名称及び　
代表者の氏名並びに主たる事務所の所在地　　

電話番号

秋田県ゆとり生活創造センター条例第６条の規定により使用料の減免を受けたいので、申請します。

様式第２号 ゆとり生活創造センター施設等使用料減免申請書（第６条関係）

（Ａ４判）

納入すべき額

減免を受けよう

と　す　る　額

使　用　施　設

（設　　備）

使　用　日　時

使　用　人　員

使　用　目　的

減免を受けよう

と す る 理 由

円

円

年　　　月　　　日　　午前・午後　　　時　　　分から

年　　　月　　　日　　午前・午後　　　時　　　分まで

人

（ ）

発

行

者

秋

田
　
　
県

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金

一
月
三
千
五
百
円

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
所

株
式
会
社
　
松
　
原
　
印
　
刷
　
社

電
話

八
七
六
六

F
A
X

〇
〇
〇
五

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
者

松
　
　
原
　
　
繁
　
　
雄

（863）

（862）

E
-m
ail:m

atsu
b
ara@

m
atsu
b
arain
satsu
.co
.jp

古紙配合率100％


